





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































弘前 青森県 弘前城 ○
平泉 岩手県 中尊寺，金色堂 ○
仙台 宮城県 伊達正宗の城［仙台城］ 焼失 1945.7.10
松島 宮城県 瑞巌寺 ○
諏訪（近郊） 長野県 諏訪神社 ○
長野 長野県 善光寺 ○
長野（近郊） 長野県 神明宮 ○
日光 栃木県 東照宮本殿（霊） ＊＊＊ ○
甲府（府中） 山梨県 富士嶽神社 ○
鹿島 茨城県 鹿島神宮 ○
杵築 島根県 出雲大社本殿 ＊＊＊ ○
大垣 岐阜県 大垣城 焼失 1945.7.29
岐阜（近郊） 岐阜県 永保寺開山堂 ○





小田原 神奈川県 益田男爵コレクション ○
小田原（近郊） 神奈川県 最乗寺（道了尊）［大雄山］ ○
福山 広島県 福山城 焼失 1945.8.8
岡山 岡山県 岡山城 焼失 1945.6.29
吉備津神社 岡山県 神社 ○
姫路 兵庫県 姫路城，現陸軍師団司令部 一部焼失 1945.7.3
神戸（近郊） 兵庫県 鶴林寺本堂 ○
明石（近郊） 兵庫県 明石神社［住吉神社］ ○
根来 和歌山県 大伝法院 ○





山田 三重県 伊勢神宮 ＊＊＊ 小被害 1945.1.14
山口 山口県 瑠璃光寺 ○
広島（近郊） 広島県 厳島神社 ＊＊ ○
広島城，現師団司令部 破壊 1945.8.6
下関 山口県 永福寺 焼失 1945.7.2
功山寺 山口県 功山寺仏殿 ○
松山 愛媛県 松山城 一部焼失 1945.7.26
高知 高知県 高知城 ○
熊野 和歌山県 熊野神社 ○
筥崎 福岡県 筥崎宮（神道） ○
香椎 福岡県 香椎神社 ○
タジミ［田島？］福岡県 宗像神社 ○
福岡（近郊） 福岡県 九州帝国大学 ○
図書館 ＊ ○
太宰府 福岡県 太宰府天満宮 ○
大分 大分県 富貴寺 ○
大分（近郊） 大分県 宇佐八幡宮本殿 ○
宇和島 愛媛県 宇和島城 一部焼失 1945.7.13
長崎 長崎県 崇福寺 ○
熊本 熊本県 熊本城 ○
首里 沖縄県 首里城 焼失 1945.5.12（推定）
近畿地方
比叡山 滋賀県 延暦寺 ＊＊ ○
京都（近郊） 京都府 仁和寺 ○
比叡山 滋賀県 園城寺 ＊＊＊ ○
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稲荷 滋賀県 稲荷神社 ○
石山 滋賀県 石山寺多宝塔 ○
山科（近郊） 京都府 醍醐寺五重塔 ○
桃山 京都府 桃山城，御陵 ○
宇治（近郊） 京都府 万福寺総門 ○
宇治 京都府 平等院（現在寺院） ＊＊＊ ○
大阪 大阪府 A帝国大学 一部焼失 1945.3.14ほか
図書館 ＊ ○
B大阪市図書館 ○
C大阪城 現司令部兵器 被災 1945.8.14ほか
D四天王寺，ほぼ再建 焼失 1945.3.14
村山氏個人コレクション 
奈良（近郊） 奈良県 薬師寺東塔 ○
金堂の黒銅三像［薬師三尊像］ ＊＊＊ ○
塔背後建物の立像［東院堂内聖観音像］＊＊＊ ○
法隆寺 奈良県 法隆寺（伽藍［全体］） ＊＊＊ ○
夢殿の七世紀初期木造観音像 ＊ ○
当麻 奈良県 当麻寺 ○
室生寺 奈良県 室生寺金堂，五重塔 ○
九世紀三木像 ＊ ○
根来 和歌山県 大伝法院 ○






















































































帝国ホテル ＊＊ 一部焼失 1945.5.25
慶応大学 一部焼失 1945.5.25
図書館（日本アジア協会を含む） ＊ 一部焼失 1945.5.25
四十七士の墓 泉岳寺内 ○
原富太郎氏コレクション（横浜） ○
臨春閣，聴秋閣の二建築［三渓園］ ＊＊ 小被害 1945.6.10
井上侯爵コレクション（麻布区宮室町） 
岩崎男爵コレクション（本郷区駒込）［静嘉堂文庫］ ○
前田侯爵コレクション（目黒区駒場町）［尊経閣文庫］ ○
住友男爵コレクション（東山区聖護院近く） 
細川侯爵コレクション（小石川区高田老松町）［永青文庫］ ○
日本帝国政府部局官庁資料室 
A
rm
y
・
と
明
記
し
て
あ
り
、
原
爆
で
倒
壊
し
た
広
島
城
に
つ
い
て
も
・n
o
w
reg
im
en
ta
l
h
ea
d
q
u
a
rters・
と
書
か
れ
て
い
る
。
城
郭
が
当
時
連
隊
本
部
や
備
蓄
庫
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
リ
ス
ト
の
序
文
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
３
次
に
、
「
文
化
財
リ
ス
ト
」
に
挙
げ
ら
れ
た
図
書
館
施
設
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
空
襲
の
被
害
が
ど
う
だ
っ
た
か
を
、
事
前
の
防
空
対
策
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
の
記
録
で
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
○
九
州
帝
国
大
学
中
央
図
書
館
は
建
物
が
戦
災
を
免
れ
、
疎
開
図
書
も
す
べ
て
回
収
で
き
た
の
で
、
直
接
戦
争
の
被
害
を
受
け
ず
に
す
ん
だ
。
昭
和
一
九
年
六
月
に
図
書
の
学
外
疎
開
が
決
定
さ
れ
、
貴
重
図
書
を
筑
紫
郡
太
宰
府
神
社
へ
移
し
た
。
さ
ら
に
外
国
雑
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
佐
賀
県
小
城
郡
多
久
村
お
よ
び
同
県
杵
島
郡
大
町
町
へ
疎
開
し
た
。
一
万
冊
の
図
書
は
粕
屋
郡
宇
美
町
山
手
の
民
家
の
土
蔵
二
か
所
に
移
し
た
。
こ
の
時
に
は
ト
ラ
ッ
ク
が
使
用
で
き
ず
、
宇
美
町
馬
車
組
合
の
協
力
に
よ
っ
て
二
日
間
を
要
し
た
。
○
大
阪
帝
国
大
学
昭
和
二
〇
年
三
月
一
四
日
の
大
阪
大
空
襲
で
医
学
部
の
附
属
医
学
専
門
部
（
昭
和
一
四
年
開
設
）
の
全
建
物
を
焼
失
、
六
月
七
日
に
は
工
学
部
の
木
造
建
築
全
部
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
の
一
部
を
焼
失
、
八
月
に
は
微
研
甲
子
園
病
院
が
全
焼
し
た
。
図
書
館
に
つ
い
て
の
記
述
は
今
回
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
○
大
阪
市
図
書
館
「
文
化
財
リ
ス
ト
」
原
文
に
は
・O
sa
k
a
-sh
i-T
o
sh
o
k
a
n
（
O
sa
k
a
M
u
n
icip
a
l
L
ib
ra
ry
）・
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
は
現
在
の
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
図
書
館
は
明
治
三
九
年
に
大
阪
府
立
図
書
館
と
改
称
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
所
蔵
資
料
の
貴
重
性
な
ど
か
ら
判
断
す
れ
ば
そ
う
推
定
す
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
は
空
襲
の
被
害
を
受
け
ず
に
す
ん
だ
。
大
阪
市
立
図
書
館
の
う
ち
清
水
谷
図
書
館
は
昭
和
一
九
年
三
月
に
建
物
強
制
疎
開
に
よ
り
活
動
を
停
止
、
四
月
に
は
阿
波
座
、
御
蔵
跡
、
西
野
田
、
城
東
の
四
図
書
館
が
戦
時
託
児
所
に
転
用
さ
れ
た
。
清
水
谷
図
書
館
の
蔵
書
と
、
こ
の
四
図
書
館
の
図
書
の
一
部
は
元
大
阪
育
英
商
工
学
校
跡
に
移
転
し
て
育
英
図
書
館
と
改
称
し
、
開
館
準
備
に
入
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
年
三
月
一
三
日
の
大
阪
大
空
襲
に
よ
り
、
今
宮
図
書
館
、
育
英
図
書
館
、
阿
波
座
、
御
蔵
跡
の
建
物
が
全
焼
し
、
ほ
ぼ
全
て
を
失
っ
た
。
そ
の
状
況
の
中
で
ほ
ぼ
無
傷
で
す
ん
だ
の
は
府
立
中
之
島
図
書
館
と
戦
時
託
児
所
に
転
用
さ
れ
図
書
館
活
動
は
休
止
し
な
が
ら
も
蔵
書
が
遺
さ
れ
て
い
た
市
立
西
野
田
、
城
東
図
書
館
だ
け
だ
っ
た
。
も
っ
と
も
中
之
島
図
書
館
に
し
て
も
空
襲
か
ら
完
全
に
除
外
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
二
〇
年
六
月
一
五
日
の
第
四
次
大
阪
大
空
襲
の
際
に
、
館
の
書
庫
前
に
焼
夷
弾
が
着
弾
し
た
が
、
幸
い
に
消
し
止
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
月
二
六
日
の
空
襲
で
も
ガ
ラ
ス
を
破
損
し
た
。
こ
の
間
、
貴
重
図
書
の
疎
開
が
行
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
〇
年
三
月
に
泉
南
郡
大
上
村
犬
鳴
山
に
木
箱
六
〇
〇
個
に
収
め
ら
れ
た
貴
重
図
書
が
運
ば
れ
た
。
そ
れ
以
外
の
貴
重
図
書
の
疎
開
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
南
河
内
郡
磯
長
村
叡
福
寺
、
三
島
郡
山
田
国
民
学
校
、
三
島
郡
豊
川
村
、
奈
良
市
般
若
寺
等
へ
の
疎
開
記
録
が
あ
る
と
い
う
。
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○
大
谷
大
学
貴
重
図
書
を
疎
開
さ
せ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
疎
開
費
用
二
、
五
〇
〇
円
の
下
付
が
上
申
さ
れ
た
の
は
一
九
四
四
年
六
月
五
日
。
疎
開
に
先
駆
け
て
貴
重
図
書
疎
開
訣
別
展
を
行
い
、
名
畑
応
順
図
書
館
長
の
関
係
で
、
岐
阜
県
内
の
名
畑
教
授
の
自
坊
、
飛

高
山
周
辺
の
寺
院
へ
疎
開
さ
れ
た
よ
う
だ
と
記
録
に
あ
る
。
○
京
都
帝
国
大
学
京
都
帝
国
大
学
で
は
空
襲
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
末
期
は
沢
瀉
久
孝
図
書
館
長
の
時
代
で
あ
る
。
空
襲
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
昭
和
一
八
年
一
一
月
か
ら
は
空
襲
に
備
え
て
毎
日
当
番
制
で
詰
め
き
り
、
第
三
書
庫
の
西
側
に
防
空
壕
を
掘
り
、
「
京
都
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
防
衛
団
」
が
結
成
さ
れ
た
。
節
電
と
暖
房
設
備
不
備
に
よ
り
、
開
室
時
間
を
短
縮
し
、
翌
年
か
ら
は
閲
覧
室
も
縮
小
さ
れ
た
。
一
九
年
六
月
に
は
図
書
館
所
蔵
の
貴
重
書
三
、
〇
五
四
冊
を
嵯
峨
大
覚
寺
宝
蔵
岩
倉
公
旧
跡
保
存
館
府
下
南
桑
田
郡
保
津
村
古
川
家
土
蔵
山
科
随
心
院
上
賀
茂
演
習
林
附
属
建
物
阿
武
山
地
震
観
測
所
に
移
し
た
。
と
こ
ろ
が
医
学
部
の
図
書
を
最
後
に
疎
開
が
終
わ
っ
た
の
は
敗
戦
の
前
日
八
月
一
四
日
だ
っ
た
。
○
東
洋
文
庫
東
洋
文
庫
は
幸
い
に
空
襲
の
被
害
を
受
け
ず
に
す
ん
だ
。
し
か
し
、
ま
っ
た
く
空
襲
を
受
け
ず
に
済
ん
だ
訳
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
公
的
な
記
録
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
、
空
襲
そ
し
て
数
次
の
被
爆
を
被
る
に
さ
え
至
っ
た
。
空
爆
の
災
禍
は
、
文
庫
部
主
任
で
あ
っ
た
岩
井
大
慧
氏
が
少
数
の
職
員
を
率
い
て
対
処
し
た
た
め
に
、
不
幸
中
ほ
ぼ
事
な
き
を
得
た
。
焼
夷
弾
は
落
と
さ
れ
た
が
、
幸
い
に
も
消
し
止
め
た
も
の
ら
し
い
。
最
悪
の
事
態
を
恐
れ
て
、
資
料
の
疎
開
も
行
わ
れ
た
。
東
洋
文
庫
の
場
合
に
は
二
〇
年
五
月
の
理
事
会
で
和
漢
書
は
宮
城
県
下
へ
、
満
蒙
語
蔵
経
な
ど
は
新
潟
県
下
に
移
送
す
る
こ
と
に
決
ま
り
、
宮
城
県
分
四
三
五
、
〇
〇
〇
冊
、
一
八
ト
ン
貨
車
延
べ
一
五
両
は
宮
城
県
小
野
田
中
新
田
に
疎
開
し
た
が
、
新
潟
県
分
は
準
備
中
に
終
戦
と
な
っ
て
、
疎
開
を
中
止
し
た
と
い
う
。
○
早
稲
田
大
学
「
文
化
財
リ
ス
ト
」
原
文
に
は
・B
u
d
d
h
ist
lib
ra
ry
a
n
d
m
u
seu
m
・
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
「
仏
教
」
を
付
与
す
る
根
拠
は
何
も
な
く
、
リ
ス
ト
作
成
者
の
日
本
へ
の
理
解
度
に
や
や
疑
問
を
感
じ
る
部
分
で
あ
る
。
「
博
物
館
」
は
演
劇
博
物
館
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
早
稲
田
大
学
で
は
昭
和
一
六
年
一
〇
月
の
時
点
、
つ
ま
り
日
本
が
太
平
洋
戦
争
に
突
入
す
る
二
カ
月
前
に
は
す
で
に
防
空
演
習
総
合
訓
練
の
た
め
、
図
書
館
を
四
時
に
閉
館
し
、
学
園
の
防
護
団
全
員
で
講
演
を
聞
い
た
の
ち
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
焼
夷
弾
の
実
演
を
見
学
し
た
と
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
米
英
に
宣
戦
布
告
し
た
後
に
は
夜
間
に
開
館
す
る
た
め
に
閲
覧
室
の
遮
蔽
幕
を
取
り
付
け
る
検
分
を
し
た
。
翌
年
に
な
る
と
早
く
も
空
襲
が
始
ま
っ
た
。
昭
和
一
七
年
四
月
一
八
日
昼
過
ぎ
に
米
機
が
来
襲
し
、
二
、
三
キ
ロ
の
焼
夷
弾
を
、
早
稲
田
大
学
を
目
標
に
投
下
し
た
模
様
だ
っ
た
が
、
風
下
に
落
下
し
、
早
稲
田
中
学
校
な
ど
が
被
害
を
受
け
た
。
本
土
最
初
の
空
襲
だ
っ
た
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
ド
ゥ
リ
ッ
ト
ル
隊
と
呼
ば
れ
る
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
ン
Ｂ
二
五
の
編
隊
で
、
一
六
機
の
う
ち
一
三
機
が
荒
川
王
子
小
石
川
牛
込
な
ど
を
襲
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っ
た
も
の
で
あ
る
。
都
内
で
は
三
九
名
の
死
者
を
出
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
人
は
早
稲
田
中
学
校
の
生
徒
で
あ
っ
た
。
こ
の
の
ち
、
た
び
た
び
防
空
訓
練
が
行
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
一
七
年
五
月
に
は
図
書
館
屋
上
で
早
稲
田
高
射
砲
隊
の
隊
員
三
〇
名
が
防
空
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
一
八
年
四
月
か
ら
は
図
書
館
第
一
閲
覧
室
で
の
夜
間
閲
覧
を
中
止
し
、
暗
幕
を
ひ
き
ま
わ
し
た
。
一
九
年
七
月
頃
か
ら
は
警
戒
警
報
が
毎
日
の
よ
う
に
発
令
さ
れ
、
図
書
館
屋
上
は
高
射
砲
隊
の
監
視
所
と
な
っ
て
い
た
。
監
視
員
が
屋
上
に
い
る
間
は
書
庫
を
閉
じ
、
館
員
が
書
庫
内
を
警
戒
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
は
宿
直
員
を
二
名
に
増
や
し
、
夜
に
警
戒
警
報
が
出
た
際
に
は
図
書
館
員
が
駆
け
つ
け
て
警
備
に
当
た
っ
た
。
同
年
一
二
月
か
ら
は
空
襲
警
報
が
頻
発
し
た
た
め
、
宿
直
員
を
さ
ら
に
一
名
増
や
し
た
。
い
っ
ぽ
う
、
貴
重
書
の
疎
開
作
業
が
こ
の
時
期
に
始
ま
っ
て
お
り
、
一
九
年
一
二
月
に
埼
玉
県
西
多
摩
郡
大
久
野
村
羽
入
謙
一
郎
氏
方
に
図
書
館
お
よ
び
演
劇
博
物
館
の
貴
重
書
の
一
部
を
疎
開
さ
せ
た
。
二
〇
年
に
入
る
と
毎
日
の
よ
う
に
空
襲
警
報
が
頻
発
さ
れ
昼
夜
を
問
わ
ず
館
員
が
警
戒
し
、
警
報
発
令
中
は
図
書
館
の
閲
覧
を
中
止
し
た
。
教
員
も
こ
の
頃
に
は
そ
れ
ぞ
れ
書
物
や
貴
重
品
を
退
避
さ
せ
る
措
置
を
と
っ
て
お
り
、
会
津
八
一
は
日
記
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
四
月
十
八
日
［
略
］
此
の
日
、
恩
賜
館
三
階
の
瓦
、
書
物
、
額
縁
等
を
甘
泉
園
［
注
大
学
に
隣
接
し
た
公
園
］
に
移
す
。
［
略
］
四
月
二
十
日
［
略
］
甘
泉
園
倉
庫
の
鍵
及
恩
賜
館
の
鍵
を
返
す
。
［
略
］
四
月
二
十
三
日
［
略
］
午
前
学
校
に
行
き
、
教
務
課
長
に
甘
泉
園
へ
入
る
べ
き
発
掘
品
を
渡
し
［
略
］
五
月
二
五
日
の
空
襲
で
は
つ
い
に
大
学
に
焼
夷
弾
数
十
発
が
投
下
さ
れ
、
早
稲
田
大
学
の
多
く
の
建
物
が
全
焼
し
た
。
こ
の
と
き
の
空
襲
は
夜
中
の
一
〇
時
二
〇
分
過
ぎ
か
ら
中
野
四
谷
牛
込
赤
坂
世
田
谷
に
か
け
て
五
〇
〇
機
を
上
回
る
編
隊
で
の
来
襲
で
三
、
六
〇
〇
人
以
上
の
死
者
が
出
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
教
員
研
究
室
な
ど
が
あ
っ
た
恩
賜
館
が
全
焼
し
、
演
劇
博
物
館
の
屋
根
部
分
も
燃
え
て
い
る
。
し
か
し
、
図
書
館
お
よ
び
大
学
本
部
は
罹
災
を
免
れ
た
。
し
た
が
っ
て
大
部
分
の
図
書
資
料
は
焼
失
せ
ず
に
残
っ
た
が
、
教
員
が
借
り
出
し
て
恩
賜
館
な
ど
の
建
物
に
置
い
て
あ
っ
た
も
の
な
―58―
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
第
四
巻
』
一
四
七
頁
よ
り
引
用
図
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
空
襲
被
害
図
（
昭
和
二
〇
年
五
月
二
五
日
）
ど
は
焼
け
た
。
演
劇
博
物
館
や
図
書
館
が
焼
失
を
免
れ
た
の
は
職
員
が
消
火
に
努
め
た
結
果
で
あ
っ
た
。
演
劇
博
物
館
の
場
合
に
は
宿
直
室
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
警
手
山
川
義
孝
父
子
が
、
火
が
階
下
へ
回
る
の
を
二
時
間
に
わ
た
っ
て
必
死
の
思
い
で
防
い
だ
結
果
だ
っ
た
。
図
書
館
や
大
隈
講
堂
に
も
焼
夷
弾
が
落
ち
て
炎
上
す
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
宿
直
職
員
た
ち
の
懸
命
の
消
火
活
動
で
救
わ
れ
た
。
結
果
と
し
て
前
頁
の
図
に
見
る
と
お
り
、
理
工
学
部
関
係
の
建
物
に
被
害
が
大
き
く
、
文
学
部
商
学
部
な
ど
が
一
部
焼
失
、
本
部
や
図
書
館
は
焼
け
ず
に
残
っ
た
。
会
津
八
一
は
こ
の
と
き
新
潟
に
疎
開
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
伝
聞
で
こ
の
こ
と
を
聞
い
た
。
五
月
二
十
七
日
［
略
］
昨
夜
、
宮
城
、
各
宮
家
、
慶
応
、
文
理
大
等
に
空
襲
あ
り
し
由
。
［
略
］
早
大
も
焼
け
た
こ
と
を
知
る
の
は
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
六
月
三
日
［
略
］
早
大
文
学
部
各
研
究
室
、
恩
賜
館
、
理
工
学
部
焼
失
、
福
田
、
相
馬
安
雄
罹
災
の
よ
し
、
宮
川
、
荻
野
、
田
路
等
数
人
か
ら
の
報
導
［
マ
マ
］に
て
明
瞭
と
な
る
。
甘
泉
園
は
無
事
な
る
よ
し
［
略
］
恩
賜
館
に
あ
っ
た
会
津
の
研
究
室
は
焼
け
た
が
、
甘
泉
園
に
あ
っ
た
倉
庫
に
避
難
さ
せ
て
い
た
古
瓦
な
ど
発
掘
品
や
書
物
は
か
ろ
う
じ
て
難
を
免
れ
た
。
こ
の
の
ち
図
書
の
疎
開
の
動
き
が
加
速
さ
れ
、
六
月
に
は
埼
玉
県
大
里
郡
八
基
村
の
今
井
清
一
左
次
氏
方
と
長
野
県
下
伊
那
郡
山
本
村
竹
佐
の
市
村
家
に
ト
ラ
ッ
ク
半
分
ほ
ど
が
疎
開
さ
れ
た
。
後
者
は
当
時
の
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
長
河
竹
繁
俊
の
生
家
で
あ
る
。
八
月
に
入
る
と
図
書
の
疎
開
先
と
し
て
秩
父
郡
吉
田
町
の
肥
土
家
を
借
用
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
さ
ら
に
別
の
疎
開
先
も
探
し
な
が
ら
、
小
寺
謙
吉
文
庫
な
ど
の
荷
造
り
が
始
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
荷
造
り
を
始
め
た
が
、
八
月
一
五
日
の
終
戦
に
よ
り
、
そ
の
作
業
が
急
遽
中
止
さ
れ
る
。
図
書
館
日
誌
に
よ
る
と
、
こ
の
日
正
午
に
玉
音
放
送
に
よ
っ
て
国
民
は
終
戦
を
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
八
月
十
五
日
（
水
）
晴
宿
直
宮
川
、
福
原
本
日
正
午
一
億
国
民
涙
を
呑
ん
で
大
東
亜
戦
争
終
結
を
告
ぐ
陛
下
御
親
ら
の
放
送
を
拝
聴
す
誠
に
痛
憤
限
り
な
し
「
聖
断
」
如
何
と
も
な
す
事
を
得
ず
日
誌
は
そ
の
あ
と
に
す
ぐ
次
の
よ
う
に
続
く
。
前
十
時
疎
開
事
務
打
止
め
の
命
を
聞
く
（
館
長
）
荷
造
人
一
人
来
館
正
午
退
出
す
館
長
が
誰
か
か
ら
の
命
を
聞
い
た
の
か
、
館
員
が
館
長
か
ら
の
命
を
聞
い
た
の
か
不
明
確
だ
が
、
こ
の
記
述
を
信
じ
る
限
り
、
疎
開
作
業
を
中
止
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
は
玉
音
放
送
前
に
す
で
に
出
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
一
七
日
か
ら
は
荷
解
き
が
始
め
ら
れ
、
全
員
で
そ
の
作
業
を
行
い
、
一
一
月
一
杯
ま
で
か
か
っ
た
。
○
東
京
帝
国
大
学
東
京
帝
国
大
学
は
、
千
葉
市
に
あ
っ
た
第
二
工
学
部
校
舎
等
の
一
部
が
空
襲
の
た
め
に
焼
失
し
た
も
の
の
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ほ
と
ん
ど
無
傷
で
残
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
昭
和
二
〇
年
三
月
九
日
の
東
京
大
空
襲
の
際
に
は
本
郷
三
丁
目
付
近
の
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炎
上
に
よ
っ
て
赤
門
へ
の
延
焼
の
恐
れ
が
生
じ
た
。
火
は
大
学
側
の
本
郷
薬
局
ま
で
燃
え
て
き
た
が
、
当
夜
の
宿
直
当
番
だ
っ
た
当
時
文
学
部
助
手
で
あ
っ
た
海
後
宗
臣
ほ
か
数
名
が
消
し
止
め
た
。
当
時
の
東
京
美
術
学
校
校
長
上
野
直
昭
の
三
月
一
〇
日
の
日
記
に
は
、
「
本
郷
に
入
り
大
学
を
ぬ
け
て
徒
歩
出
勤
。
十
二
時
を
過
ぎ
る
。
お
茶
の
水
よ
り
湯
島
、
大
学
赤
門
近
辺
焦
土
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
焼
け
残
っ
た
の
は
奇
跡
的
で
あ
っ
た
。
防
災
対
策
は
早
い
時
期
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
前
の
昭
和
一
六
年
七
月
一
〇
日
に
「
図
書
館
網
を
被
る
」
と
い
う
記
事
が
『
帝
国
大
学
新
聞
』
に
載
っ
た
と
い
う
。
黒
に
緑
を
少
し
混
ぜ
た
色
で
藁
を
塗
っ
て
作
っ
た
擬
装
を
図
書
館
に
施
し
た
。
ま
た
、
図
書
館
の
防
護
団
も
同
じ
時
期
に
作
ら
れ
、
団
長
は
市
河
三
喜
図
書
館
長
、
団
長
代
理
及
び
総
務
班
長
は
河
合
博
司
書
官
、
総
務
班
長
代
理
は
中
田
邦
造
司
書
官
が
務
め
た
。
文
部
省
で
は
東
京
帝
大
の
一
部
を
仙
台
に
移
転
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
大
学
側
で
は
近
県
の
千
葉
に
移
転
さ
せ
る
計
画
を
立
て
た
。
し
か
し
、
諸
般
の
事
情
か
ら
大
学
全
体
で
の
疎
開
は
実
施
さ
れ
ず
、
図
書
な
ど
の
疎
開
が
一
部
行
わ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
図
書
の
疎
開
に
つ
い
て
は
東
京
大
学
図
書
館
の
歴
史
を
記
し
た
『
色
の
な
い
地
球
儀
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
昭
和
一
九
年
二
月
一
四
日
、
土
井
司
書
官
が
東
大
の
防
空
心
得
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
二
五
〇
キ
ロ
爆
弾
は
五
層
の
建
物
も
突
き
抜
け
る
こ
と
を
知
り
、
中
田
司
書
官
に
貴
重
書
を
安
全
な
所
へ
疎
開
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
う
し
て
山
梨
県
市
川
大
門
町
に
あ
る
「
青
州
文
庫
」
（
渡
辺
邸
）
に
同
年
八
月
に
疎
開
が
行
わ
れ
、
翌
年
六
月
に
第
二
次
疎
開
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
数
は
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
、
霞
亭
文
庫
、
切
支
丹
関
係
貴
重
書
、
梵
文
写
本
な
ど
第
一
次
三
〇
八
箱
、
第
二
次
五
〇
箱
に
上
っ
た
。
ま
た
、
学
部
等
の
単
位
で
も
疎
開
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
受
け
皿
と
な
っ
た
成
田
図
書
館
の
記
録
か
ら
関
係
の
あ
る
部
分
を
摘
記
す
る
。
昭
和
一
九
年
三
七
東
京
帝
国
大
学
法
文
学
教
室
備
え
付
け
貴
重
図
書
疎
開
。
ト
ラ
ッ
ク
一
台
に
満
載
当
館
に
到
着
、
原
田
教
授
外
四
名
同
行
来
館
。
三
二
九
東
京
帝
大
図
書
館
司
書
青
野
伊
予
児
、
武
田
の
両
氏
疎
開
図
書
見
聞
の
為
来
館
。
九
三
〇
第
二
回
帝
大
図
書
の
疎
開
あ
り
。
昭
和
二
〇
年
八
四
～
六
帝
大
法
学
部
疎
開
図
書
福
島
県
へ
再
疎
開
す
る
こ
と
と
な
り
原
田
教
授
以
下
学
生
三
名
来
館
準
備
す
	。
東
洋
文
化
研
究
所
で
も
、
「
事
務
員
正
木
園
子
の
縁
故
を
頼
っ
て
」
福
島
県
耶
麻
郡
上
三
宮
村
の
願
成
寺
に
、
大
木
幹
一
寄
贈
の
漢
籍
な
ど
五
五
、
四
五
〇
冊
を
三
月
と
六
月
、
三
回
に
分
け
て
鉄
道
で
送
っ
た

。
○
東
京
帝
室
博
物
館
美
術
品
の
扱
い
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
博
物
館
所
蔵
の
図
書
に
つ
い
て
若
干
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
「
当
館
館
蔵
品
及
法
隆
寺
献
納
貴
重
図
書
武
蔵
陵
墓
地
内
倉
庫
ヘ
移
送
ニ
関
ス
ル
件
」
と
し
て
昭
和
一
七
年
七
月
一
〇
日
付
で
立
案
さ
れ
た
書
類
に
次
の
文
言
が
あ
る
。
昨
年
九
月
東
京
帝
室
博
物
館
館
蔵
品
中
最
優
秀
品
並
法
隆
寺
献
納
御
物
合
計
三
三
四
点
ハ
防
空
ノ
目
的
ヲ
以
テ
奈
良
帝
室
博
物
館
収
蔵
庫
ニ
移
送
致
候
処
武
蔵
陵
墓
地
内
倉
庫
此
程
落
成
ニ
付
更
ニ
当
館
館
蔵
品
及
法
隆
寺
献
納
品
（
帝
室
博
物
館
御
預
）
ハ
左
記
方
針
ニ
ヨ
リ
選
択
セ
ル
別
紙
目
録
ノ
品
六
六
三
点
竝
当
館
所
蔵
図
書
中
貴
重
図
書
五
点
ヲ
同
倉
庫
ニ
格
納
ノ
為
移
送
致
度
此
段
相
伺
候
［
以
下
略
］
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こ
の
伺
は
一
八
日
に
大
臣
決
裁
を
受
け
た
。
こ
う
し
て
図
書
を
含
む
美
術
品
は
守
ら
れ
た
が
、
博
物
館
の
建
物
も
戦
災
を
免
れ
た
。
○
慶
応
義
塾
大
学
慶
応
義
塾
で
は
昭
和
一
九
年
夏
ご
ろ
か
ら
重
要
資
料
重
要
図
書
の
疎
開
計
画
が
立
て
ら
れ
、
同
年
暮
れ
か
ら
翌
年
三
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
の
間
に
疎
開
を
完
了
し
た
。
疎
開
先
は
山
梨
県
甲
府
市
和
田
平
町
の
寺
田
重
雄
（
注
51文
献
で
は
重
蔵
）
宅
の
土
蔵
一
棟
、
新
潟
県
中
魚
沼
郡
十
日
町
の
倉
庫
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
、
二
〇
年
八
月
に
は
長
野
県
更
級
郡
稲
荷
山
町
の
土
蔵
に
も
書
籍
が
疎
開
さ
れ
た
。
三
田
地
区
の
慶
応
義
塾
が
空
襲
を
受
け
た
の
は
昭
和
二
〇
年
五
月
二
四
日
、
二
五
日
、
二
六
日
の
三
回
、
い
ず
れ
も
夜
間
で
あ
っ
た
。
普
通
部
校
舎
商
工
学
校
校
舎
大
講
堂
文
学
部
史
学
科
考
古
室
な
ど
が
被
爆
し
、
焼
失
し
た
。
大
学
校
舎
は
被
爆
し
た
が
、
幸
い
に
損
害
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
亜
細
亜
研
究
所
は
飛
び
火
に
よ
り
一
部
焼
失
し
た
。
焼
失
し
た
の
は
瓦
造
り
の
大
講
堂
を
除
き
す
べ
て
木
造
建
物
だ
っ
た
。
図
書
館
に
も
二
五
日
に
は
飛
び
火
が
あ
っ
た
が
、
消
火
さ
れ
た
。
し
か
し
二
六
日
に
は
図
書
館
が
被
爆
し
、
「
新
書
庫
屋
根
裏
お
よ
び
八
角
塔
か
ら
発
火
、
書
庫
屋
根
裏
は
直
ち
に
消
火
、
書
庫
へ
の
延
焼
防
止
成
功
し
た
る
も
、
八
角
塔
の
火
は
閲
覧
室
、
事
務
室
に
延
焼
、
消
火
困
難
」
と
な
り
、
二
八
日
に
鎮
火
。
書
庫
へ
の
延
焼
が
防
が
れ
た
の
は
事
前
の
防
火
措
置
と
し
て
、
「
屋
根
裏
可
燃
物
の
除
去
、
書
庫
屋
根
裏
階
段
を
鉄
板
に
て
閉
鎖
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
功
を
奏
し
た
と
し
て
い
る
。
昭
和
二
〇
年
三
月
の
図
書
疎
開
の
際
に
は
、
八
日
に
汐
留
駅
に
運
ん
だ
と
こ
ろ
一
〇
日
に
汐
留
駅
が
空
襲
を
受
け
た
。
万
事
休
す
と
思
わ
れ
た
が
、
九
日
に
は
発
車
し
て
い
て
難
を
逃
れ
た
。
疎
開
先
の
寺
田
家
は
七
月
の
甲
府
市
空
襲
で
焼
け
た
。
し
か
し
、
土
蔵
は
猛
火
の
中
を
持
ち
こ
た
え
た
と
い
う
。
図
書
館
が
被
爆
し
た
際
に
職
員
が
消
火
に
努
め
た
こ
と
が
火
を
最
小
限
に
と
ど
め
た
が
、
事
前
に
可
燃
物
を
撤
去
し
た
功
績
は
そ
れ
以
上
に
大
き
か
っ
た
。
屋
根
裏
の
可
燃
物
の
中
に
は
木
製
の
書
架
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
破
壊
し
て
焚
木
と
す
る
柄
沢
主
事
の
英
断
が
幸
い
し
た
の
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
塾
全
体
で
焼
失
建
物
は
三
田
で
五
三
％
と
、
全
国
私
立
大
学
中
最
も
戦
災
被
害
の
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
図
書
の
大
半
は
救
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
４「
文
化
財
リ
ス
ト
」
に
載
ら
な
か
っ
た
図
書
館
で
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
い
く
つ
か
の
図
書
館
を
例
示
的
に
見
る
こ
と
に
す
る
。
○
帝
国
図
書
館
昭
和
一
八
年
一
〇
月
、
帝
国
図
書
館
は
約
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
万
冊
の
貴
重
図
書
類
の
疎
開
計
画
を
立
て
た
。
山
岳
地
帯
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
の
建
物
二
、
三
の
候
補
の
中
か
ら
県
立
長
野
図
書
館
を
選
ん
だ
。
文
部
省
の
許
可
を
得
て
一
八
年
一
一
月
一
二
日
、
貴
重
書
等
約
六
六
、
〇
〇
〇
冊
が
搬
入
さ
れ
、
閲
覧
室
の
半
分
お
よ
び
特
別
閲
覧
室
に
保
管
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
年
五
月
一
一
日
に
は
第
二
次
疎
開
と
し
て
、
特
別
和
漢
書
六
一
、〇
〇
〇
冊
、
学
位
論
文
三
、〇
〇
〇
冊
が
到
着
、
八
月
二
二
日
に
は
第
三
次
疎
開
と
し
て
重
要
図
書
、
帝
国
学
士
院
等
の
依
頼
本
、
洋
書
の
稀
覯
本
等
三
、
四
〇
〇
冊
が
到
着
し
た
。
し
か
し
、
翌
二
〇
年
に
な
る
と
戦
局
が
激
し
く
な
り
、
三
月
に
は
こ
れ
ら
の
資
料
を
飯
山
高
等
女
学
校
へ
再
疎
開
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
三
、
一
四
日
に
飯
山
高
等
女
学
校
へ
発
送
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
図
書
は
戦
後
無
事
に
帝
国
図
書
館
に
戻
っ
た
。
建
物
自
体
も
被
害
を
免
れ
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
と
し
て
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
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○
県
立
長
野
図
書
館
長
野
図
書
館
所
蔵
図
書
自
体
に
つ
い
て
も
疎
開
は
行
わ
れ
た
。
二
〇
年
七
月
一
三
日
、
郷
土
資
料
を
長
野
市
外
丹
波
島
岡
沢
万
常
宅
に
疎
開
、
二
四
日
に
は
貴
重
書
を
上
水
内
郡
浅
川
村
舎
利
、
鶴
田
亀
之
助
宅
へ
疎
開
、
さ
ら
に
八
月
八
日
か
ら
一
一
日
に
か
け
て
追
加
の
疎
開
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
約
一
、
〇
〇
〇
冊
を
更
級
郡
塩
崎
国
民
学
校
等
六
団
体
へ
疎
開
を
兼
ね
て
特
別
貸
出
の
形
で
保
管
を
依
頼
し
た
。
一
三
日
に
は
長
野
市
な
ど
に
銃
爆
撃
が
あ
っ
た
た
め
、
さ
ら
に
上
水
内
郡
御
山
里
国
民
学
校
へ
も
疎
開
さ
せ
よ
う
と
準
備
中
に
終
戦
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
○
東
北
帝
国
大
学
昭
和
二
〇
年
七
月
一
〇
日
夜
半
か
ら
の
仙
台
空
襲
に
お
い
て
図
書
館
の
あ
る
片
平
地
区
の
木
造
校
舎
は
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
た
が
、
図
書
館
は
飛
び
火
で
床
が
焦
げ
た
程
度
で
す
ん
だ
。そ
れ
に
先
立
ち
、
貴
重
資
料
の
疎
開
も
行
わ
れ
た
。
国
宝
二
点
は
金
庫
に
入
れ
て
書
庫
内
で
守
る
こ
と
に
し
、
貴
重
図
書
三
、
〇
〇
〇
冊
を
県
内
の
三
か
所
、
志
田
郡
志
田
村
、
黒
川
郡
大
衡
村
、
宮
城
郡
広
瀬
村
の
個
人
の
土
蔵
に
移
し
た
。
○
文
理
科
大
学
図
書
館
福
原
麟
太
郎
が
『
か
の
年
月
』
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
［
文
理
科
大
学
で
は
、
］
図
書
館
と
そ
れ
に
つ
づ
く
書
庫
は
、
よ
う
や
く
焼
失
を
免
れ
た
ら
し
い
が
、
二
階
三
階
の
南
半
は
内
も
焦
げ
て
い
る
。
要
す
る
に
国
民
学
校
と
西
館
と
が
助
か
っ
た
だ
け
で
、
あ
と
は
南
館
も
、
寄
宿
舎
も
、
道
場
も
、
教
育
相
談
所
も
、
み
な
灰
で
あ
る
。
○
二
松
学
舎
図
書
館
二
松
学
舎
は
昭
和
二
〇
年
三
月
の
空
襲
で
校
舎
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
し
た
。
そ
の
時
、
図
書
館
の
書
庫
だ
け
は
、
当
時
の
職
員
尾
崎
憲
三
教
授
の
尽
力
と
鉄
製
の
扉
に
よ
っ
て
延
焼
を
免
れ
た
。
と
こ
ろ
が
戦
後
に
な
っ
て
、
屋
根
が
破
損
し
た
の
で
修
理
の
た
め
に
屋
根
を
取
り
外
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
雪
や
雨
が
電
線
を
伝
わ
っ
て
書
庫
内
に
流
れ
込
み
、
雷
堂
先
生
（
創
立
者
三
島
仲
洲
三
男
復
。
二
代
目
舎
長
、
初
代
学
長
）
か
ら
の
寄
託
図
書
を
破
損
し
た
。
○
拓
殖
大
学
同
大
学
の
場
合
に
は
『
百
年
史
』
に
、
次
の
よ
う
に
簡
単
な
記
述
が
あ
る
。
「
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
、
本
学
は
戦
災
に
遭
い
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
が
、
図
書
館
は
幸
運
に
も
焼
け
残
っ
た
」。
○
関
西
学
院
大
学
図
書
館
重
要
図
書
の
分
散
疎
開
に
昭
和
二
〇
年
五
月
か
ら
着
手
し
、
七
月
ま
で
に
有
馬
郡
塩
瀬
村
名
塩
国
民
学
校
、
川
辺
郡
川
西
町
花
屋
敷
奥
小
路
民
蔵
邸
、
武
庫
村
友
行
国
光
宣
揚
会
道
場
に
計
約
九
、
〇
〇
〇
冊
を
移
し
た
。
国
民
生
活
科
学
研
究
所
に
お
い
て
も
旧
産
業
研
究
所
収
集
資
料
の
一
部
を
川
辺
郡
西
谷
村
切
畑
に
疎
開
さ
せ
た
。
○
天
理
図
書
館
昭
和
一
九
年
二
月
に
は
文
部
省
国
宝
調
査
室
か
ら
国
宝
の
疎
開
に
つ
い
て
依
頼
を
受
け
た
が
、
必
ず
し
も
安
全
で
は
な
い
と
結
論
し
た
と
こ
ろ
か
ら
会
談
は
不
調
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
九
月
に
は
大
阪
朝
日
新
聞
社
か
ら
『
朝
日
新
聞
』
創
刊
号
か
ら
の
完
全
セ
ッ
ト
木
箱
約
一
〇
個
を
委
託
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
、
館
内
の
貴
重
図
書
の
疎
開
が
検
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討
さ
れ
、
富
永
牧
太
館
長
が
山
間
地
帯
の
天
理
教
会
を
調
査
し
た
が
、
交
通
管
理
そ
の
他
を
考
慮
し
て
、
櫟
本
町
岩
屋
ケ
谷
の
前
田
造
氏
宅
を
選
び
、
前
後
二
回
、
鉄
製
書
類
函
を
荷
車
で
運
搬
し
た
。
○
徳
島
県
立
光
慶
図
書
館
昭
和
二
〇
年
七
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
の
徳
島
市
大
空
襲
に
よ
り
、
書
庫
の
外
部
構
造
を
残
す
だ
け
で
館
舎
お
よ
び
在
庫
資
料
の
す
べ
て
を
焼
失
し
た
。
岡
島
幹
雄
館
長
が
四
日
付
で
県
知
事
に
あ
て
て
「
光
慶
図
書
館
全
焼
状
況
並
ニ
結
果
処
理
左
記
ノ
通
報
告
候
也
」
と
被
害
を
報
告
し
、
あ
わ
せ
て
自
身
の
免
職
を
申
し
出
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
疎
開
セ
シ
書
籍
」
と
し
て
、
「
阿
波
国
文
庫
中
ノ
逸
品
、
世
界
的
珍
宝
ト
称
サ
ル
稀
覯
図
書
全
部
六
百
六
十
冊
ハ
六
月
二
十
八
日
ニ
徳
島
市
上
長
谷
一
九
二
（
八
万
町
）
相
木
六
郎
氏
方
倉
庫
ニ
疎
開
保
管
中
」
と
あ
り
、
ま
た
「
一
般
図
書
約
三
千
五
百
冊
」
は
国
民
学
校
、
青
年
学
校
等
に
分
散
疎
開
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
○
大
分
県
立
図
書
館
昭
和
二
〇
年
三
月
に
大
分
宇
佐
の
海
軍
航
空
隊
が
爆
撃
を
受
け
、
以
後
県
下
に
空
襲
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
佐
伯
文
庫
、
府
内
藩
関
係
の
松
栄
神
社
文
書
な
ど
の
貴
重
書
等
が
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
竹
田
図
書
館
や
大
分
郡
野
津
原
や
東
植
田
の
国
民
学
校
へ
疎
開
さ
れ
た
。
ま
た
県
下
の
青
年
学
校
に
新
刊
書
を
と
り
ま
ぜ
二
〇
冊
を
一
組
と
し
た
文
庫
を
二
カ
月
ご
と
に
各
校
間
で
取
り
換
え
る
方
法
で
保
管
し
て
も
ら
う
方
式
を
実
施
し
た
。
あ
わ
せ
て
定
価
の
三
倍
程
度
の
保
証
金
を
預
か
っ
て
館
外
貸
出
を
も
行
っ
た
。
し
か
し
、
県
立
図
書
館
は
七
月
一
六
日
に
疎
開
で
き
な
か
っ
た
図
書
と
と
も
に
焼
失
し
た
。
以
上
、
「
文
化
財
リ
ス
ト
」
に
載
っ
た
図
書
館
以
外
は
目
に
つ
い
た
も
の
を
拾
っ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
で
貴
重
図
書
に
つ
い
て
は
疎
開
を
行
い
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
除
去
す
る
な
ど
の
措
置
を
と
っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
公
共
図
書
館
な
ど
で
は
図
書
館
を
他
の
目
的
に
転
用
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
地
方
の
図
書
館
で
は
都
市
部
の
図
書
館
の
疎
開
図
書
を
預
か
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
図
書
以
外
の
施
設
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
先
に
記
し
た
大
阪
の
戦
時
託
児
所
の
例
も
そ
う
だ
が
、
例
え
ば
、
金
沢
文
庫
は
昭
和
二
〇
年
一
月
に
は
海
軍
航
空
技
術
が
物
品
疎
開
を
行
い
、
六
月
に
は
海
軍
航
空
隊
が
兵
士
宿
泊
に
利
用
し
た
。
横
浜
市
図
書
館
に
は
横
浜
連
隊
区
司
令
部
が
入
っ
た
と
い
う
よ
う
に
、
軍
の
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
東
京
都
内
の
図
書
館
に
つ
い
て
の
損
害
調
査
結
果
を
見
る
と
、
次
の
数
字
が
挙
が
っ
て
い
る
。
罹
災
館
数
都
立
一
四
、
市
立
一
、
私
立
二
、
計
一
七
、
罹
災
坪
数
都
立
一
、六
六
六
坪
、
市
立
一
三
一
坪
、
私
立
七
〇
坪
、
計
一
、八
六
七
坪
罹
災
図
書
冊
数
都
立
四
三
五
、
六
六
七
冊
、
市
立
一
一
、
五
六
九
冊
、
私
立
五
、
〇
〇
〇
冊
、
計
四
五
二
、二
三
六
冊

５
太
平
洋
戦
争
時
の
日
本
へ
の
空
襲
は
、
昭
和
二
〇
年
三
月
一
〇
日
の
い
わ
ゆ
る
東
京
大
空
襲
を
境
に
し
て
大
き
く
変
化
し
た
。
昭
和
一
九
年
一
一
月
マ
リ
ア
ナ
諸
島
に
基
地
を
か
ま
え
た
第
二
一
爆
撃
軍
は
ハ
ン
セ
ル
准
将
の
指
揮
下
で
生
産
設
備
物
資
の
貯
蔵
所
通
信
施
設
交
通
機
関
な
ど
の
主
要
目
標
に
対
し
て
爆
撃
を
実
施
し
た
。
こ
れ
を
「
精
密
爆
撃
」
と
ア
メ
リ
カ
軍
は
呼
ん
だ
。
そ
の
特
徴
は
大
編
隊
を
組
ん
で
一
万
メ
ー
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ト
ル
に
も
及
ぶ
高
高
度
か
ら
昼
間
に
爆
撃
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
偏
西
風
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
る
こ
の
方
法
は
目
標
へ
の
投
下
が
難
し
く
、
十
分
な
効
果
が
な
い
と
見
ら
れ
た
。
精
密
爆
撃
と
言
っ
て
も
今
日
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
爆
撃
と
違
い
、
誤
差
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
二
〇
年
一
月
ハ
ン
セ
ル
准
将
は
司
令
官
の
職
を
更
迭
さ
れ
、
代
わ
っ
て
ル
メ
イ
少
将
が
指
揮
官
と
な
っ
た
。
交
代
し
て
三
月
か
ら
取
ら
れ
た
の
が
地
域
焼
夷
弾
爆
撃
、
つ
ま
り
無
差
別
爆
撃
で
あ
る
。
こ
れ
は
夜
間
に
編
隊
を
解
い
て
低
空
か
ら
爆
撃
す
る
方
法
で
あ
る
。
そ
の
最
初
が
三
月
一
〇
日
の
東
京
大
空
襲
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
「
文
化
財
リ
ス
ト
」
を
ふ
た
た
び
見
る
。
こ
の
リ
ス
ト
が
必
ず
し
も
文
化
財

文
化
施
設
の
爆
撃
を
回
避
す
る
目
的
で
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
す
で
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
な
が
ら
焼
失
し
た
数
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
く
こ
れ
だ
け
残
っ
た
と
の
感
慨
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
残
っ
た
の
か
。
爆
撃
回
避
の
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
精
密
爆
撃
は
平
均
し
て
九
千
メ
ー
ト
ル
の
高
空
か
ら
で
誤
差
が
大
き
い
。
地
域
焼
夷
弾
爆
撃
は
二
千
メ
ー
ト
ル
前
後
の
低
空
か
ら
で
は
あ
る
が
、
夜
間
の
爆
撃
で
あ
る
。
仮
に
回
避
の
た
め
の
リ
ス
ト
が
別
に
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
し
て
、
照
明
機
群
が
先
に
目
標
地
点
を
つ
き
と
め
て
焼
夷
弾
を
も
っ
て
発
生
さ
せ
た
火
災
に
よ
っ
て
目
標
を
標
示
し
た
と
し
て
も
、
夜
間
で
は
回
避
は
い
っ
そ
う
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
皇
居
の
場
合
を
見
る
と
、
皇
居
は
当
初
爆
撃
を
避
け
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
た
と
い
う
、
T
h
e
A
rm
y
A
ir
F
orce
in
W
orld
W
a
r
II,
v
ol.V
の
翻
訳
で
あ
る
『
米
陸
軍
航
空
軍
史
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
操
縦
兵
た
ち
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
の
命
令
に
よ
っ
て
、
皇
居
を
さ
け
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
「
な
ぜ
な
ら
日
本
の
天
皇
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
負
債
で
は
な
く
、
後
か
ら
財
産
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
」。
結
果
的
に
は
昭
和
二
〇
年
五
月
二
五
日
の
空
襲
に
よ
り
皇
居
は
大
き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
当
初
こ
の
命
令
は
守
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
種
の
指
示
は
ど
う
い
う
形
で
操
縦
兵
に
伝
え
ら
れ
た
の
か
。
作
戦
命
令
に
は
そ
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
』
の
一
九
四
五
年
三
月
一
〇
日
「
記
録
的
な
空
襲
」
（
ブ
ル
ー
ス
レ
イ
記
者
）
に
東
京
大
空
襲
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
一
節
が
あ
る
。
［
略
］
こ
の
攻
撃
は
、
も
っ
と
も
慎
重
に
計
画
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
搭
乗
員
に
た
い
し
て
は
、
非
常
に
こ
ま
か
い
指
示
が
与
え
ら
れ
、
飛
行
機
は
文
字
ど
お
り
完
全
に
整
備
さ
れ
た
。
作
戦
実
施
の
際
に
具
体
的
に
誰
が
ど
の
よ
う
な
細
か
い
指
示
を
与
え
て
い
た
の
か
。
ア
メ
リ
カ
軍
は
作
戦
の
都
度
、
攻
撃
目
標
の
模
型
を
作
り
、
教
官
が
爆
撃
航
程
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
示
す
写
真
が
残
っ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
八
幡
製
鉄
所
の
円
形
の
模
型
を
前
に
し
て
二
人
の
教
官
が
航
空
兵
と
見
ら
れ
る
人
物
な
ど
に
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
以
上
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「
文
化
財
リ
ス
ト
」
に
挙
げ
ら
れ
た
建
物
か
別
の
も
の
か
を
問
わ
ず
、
な
ん
ら
か
の
方
法
で
爆
撃
回
避
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
完
全
に
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
大
学
や
図
書
館
に
つ
い
て
も
爆
撃
が
回
避
さ
れ
た
事
情
に
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
関
与
が
あ
っ
た
と
す
る
	は
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
の
場
合
に
は
、
理
工
学
部
関
係
の
被
害
が
大
き
い
の
に
対
し
て
図
書
館
や
演
劇
博
物
館
が
焼
失
を
免
れ
た
の
は
「
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
爆
撃
」
に
よ
っ
て
、
あ
え
て
「
文
化
財
リ
ス
ト
」
に
載
っ
た
対
象
を
避
け
た
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と
す
る
が
戦
後
す
ぐ
に
さ
さ
や
か
れ
た
。
東
京
帝
国
大
学
は
周
辺
が
焼
か
れ
た
中
で
ほ
ぼ
無
傷
で
残
っ
た
。
何
ら
か
の
意
思
が
働
い
た
と
の
説
に
は
そ
れ
な
り
に
説
得
力
が
あ
り
、
完
全
に
否
定
し
が
た
い
部
分
が
残
る
。
そ
れ
に
し
て
も
空
か
ら
の
爆
撃
を
回
避
す
る
の
は
、
京
都
の
よ
う
に
原
爆
投
下
の
候
補
と
し
て
避
け
ら
れ
た
地
域
、
あ
る
い
は
爆
撃
が
人
口
の
多
い
順
に
な
さ
れ
た
た
め
に
後
回
し
に
さ
れ
た
奈
良
や
鎌
倉
の
よ
う
な
中
小
都
市
は
別
と
し
て
、
爆
撃
を
受
け
た
都
市
の
中
で
、
限
定
し
て
回
避
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
初
期
の
爆
撃
に
つ
い
て
、
『
米
陸
軍
航
空
軍
史
』
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
初
期
の
精
密
爆
撃
計
画
は
、
日
本
上
空
で
の
目
視
条
件
を
想
定
し
て
い
た
。
こ
の
想
定
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
経
験
は
示
し
た
。
一
月
十
九
日
の
川
崎
明
石
攻
撃
で
は
、
爆
撃
は
優
秀
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
ど
の
作
戦
で
も
目
標
上
空
で
目
視
の
気
象
を
み
い
だ
さ
ず
、
照
準
点
か
ら
三
、
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
の
半
径
以
内
に
命
中
し
た
爆
弾
は
、
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
（「
不
満
足
」
と
格
づ
け
さ
れ
る
）
か
ら
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
別
の
と
こ
ろ
に
も
同
じ
よ
う
な
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
で
は
低
空
で
の
爆
撃
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
言
え
ば
、
四
一
％
を
目
標
の
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
に
投
下
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
あ
る
地
域
一
帯
を
爆
撃
す
る
際
に
、
特
定
の
建
物
を
避
け
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
軍
は
空
襲
の
前
に
は
偵
察
機
が
そ
れ
ぞ
れ
ト
ラ
イ
メ
ト
ロ
ゴ
ン
カ
メ
ラ
で
都
市
の
詳
細
な
写
真
を
撮
り
、
模
型
を
作
り
、
リ
ト
モ
ザ
イ
ク
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
座
標
を
決
定
し
て
爆
撃
を
行
っ
た
。
そ
う
し
て
も
こ
の
程
度
の
精
度
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
考
え
る
と
、
図
書
館
を
爆
撃
回
避
す
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
か
ら
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
演
劇
博
物
館
、
あ
る
い
は
慶
応
義
塾
図
書
館
の
例
の
よ
う
に
宿
直
職
員
な
ど
の
消
火
活
動
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
と
い
う
側
面
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
建
物
の
構
造
に
よ
る
面
も
無
視
で
き
な
い
。
浅
草
一
帯
が
丸
焼
け
に
な
っ
た
中
に
東
本
願
寺
と
金
竜
小
学
校
だ
け
が
ポ
ツ
ン
と
焼
け
残
っ
た
有
名
な
写
真
が
あ
る
。
金
竜
小
学
校
の
場
合
に
は
そ
こ
へ
避
難
し
た
人
た
ち
が
プ
ー
ル
の
水
を
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
し
て
焼
失
を
く
い
と
め
た
と
さ
れ
る
。
写
真
で
見
る
限
り
同
小
学
校
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
幸
い
し
た
。
東
本
願
寺
も
本
堂
内
部
は
全
焼
し
た
が
、
外
郭
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
っ
た
た
め
に
残
っ
た
。
木
造
の
建
物
が
多
か
っ
た
当
時
、
図
書
館
の
多
く
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
だ
っ
た
。
そ
の
構
造
が
図
書
館
を
救
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
増
し
て
図
書
館
を
守
ろ
う
と
す
る
多
く
の
人
々
の
努
力
が
、
図
書
館
を
焼
失
か
ら
守
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
先
の
例
に
は
挙
げ
な
か
っ
た
が
、
静
岡
県
立
葵
文
庫
は
昭
和
二
〇
年
六
月
一
九
日
の
大
空
襲
に
遭
っ
た
。
木
造
部
分
に
火
が
燃
え
移
っ
た
際
、
勤
め
て
い
た
加
藤
忠
雄
は
、
金
庫
の
中
に
水
の
入
っ
た
コ
ッ
プ
を
入
れ
て
お
い
た
た
め
に
中
の
も
の
が
助
か
っ
た
話
を
思
い
出
し
、
椅
子
に
登
っ
て
上
げ
下
げ
窓
の
筒
の
部
分
へ
水
を
入
れ
て
や
っ
と
消
し
止
め
た
。
建
物
に
焼
夷
弾
二
発
を
受
け
た
が
、
閲
覧
室
の
天
井
は
破
ら
れ
な
い
で
助
か
っ
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
が
堅
固
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
、
加
藤
自
身
が
後
年
書
い
て
い
る
。
職
員
の
努
力
と
構
造
が
相
ま
っ
て
焼
失
か
ら
免
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
宮
崎
県
立
都
城
図
書
館
で
も
昭
和
二
〇
年
八
月
六
日
の
空
襲
で
市
街
地
の
三
分
の
一
が
焼
失
す
る
中
、
飛
び
火
し
た
図
書
館
で
消
火
が
間
に
合
い
危
う
い
と
こ
ろ
で
難
を
免
れ
た
。
想
像
を
絶
す
る
人
命
が
損
な
わ
れ
た
空
襲
の
中
で
必
死
の
思
い
で
図
書
館
を
守
ろ
う
と
し
た
先
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
も
っ
と
知
る
必
要
が
あ
る
。
「
文
化
財
リ
ス
ト
」
に
載
っ
た
図
書
館
以
外
の
例
も
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
何
ら
か
の
意
思
が
爆
撃
を
回
避
し
た
可
能
性
を
完
全
に
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
「
文
化
財
リ
ス
ト
」
は
直
接
図
書
館
を
守
る
こ
と
に
は
寄
与
し
て
い
な
い
と
判
断
す
る
の
が
適
切
で
あ
り
、
ウ
ォ
ー
ナ
ー
神
話
は
こ
の
面
か
ら
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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注1
吉
田
守
男
著
『
京
都
に
原
爆
を
投
下
せ
よ
』
角
川
書
店
一
九
九
五
年
七
月
三
〇
日
2
吉
田
守
男
著
『
日
本
の
古
都
は
な
ぜ
空
襲
を
免
れ
た
か
』
朝
日
新
聞
社
二
〇
〇
二
年
八
月
一
日
（
朝
日
文
庫
）
3
ロ
ナ
ル
ド
シ
ェ
イ
フ
ァ
ー
著
深
田
民
生
訳
『
ア
メ
リ
カ
の
日
本
空
襲
に
モ
ラ
ル
は
あ
っ
た
か
』
草
思
社
一
九
九
六
年
四
月
二
五
日
二
〇
三
頁
。
な
お
原
著
は
次
の
と
お
り
。
R
o
n
a
ld
S
ch
a
ffer,
W
in
g
s
of
J
u
d
g
m
en
t:
A
m
erica
n
B
om
b
in
g
in
W
orld
W
a
r
II,
O
x
fo
rd
U
n
iv
ersity
P
ress,
1985.
４
た
だ
し
、
原
資
料
に
つ
い
て
の
吉
田
訳
が
す
べ
て
正
し
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
瑣
末
な
一
例
を
挙
げ
る
と
、
吉
田
の
前
掲
書
四
九
頁
に
、
ロ
バ
ー
ツ
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
列
記
さ
れ
て
い
る
中
の
一
人
、
Ａ
マ
ク
ラ
イ
ッ
シ
ュ
の
肩
書
を
「
議
会
図
書
館
員
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、
原
文
で
は
・th
e
H
o
n
o
ra
b
le
A
rch
ib
a
ld
M
a
cL
eish
,
fo
rm
er
L
ib
ra
ria
n
o
f
C
o
n
g
ress・
と
書
か
れ
て
い
る
。
原
文
に
単
語
の
脱
落
が
あ
る
よ
う
に
も
思
う
が
、
「
前
議
会
図
書
館
長
」
と
訳
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
・L
ib
ra
ria
n
・
は
図
書
館
長
の
謂
で
あ
る
。
5
以
下
「
ロ
バ
ー
ツ
委
員
会
報
告
書
」
と
略
す
。
な
お
、
同
書
は
日
本
の
公
的
機
関
で
は
国
立
国
会
図
書
館
と
国
立
民
族
学
博
物
館
の
所
蔵
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い
（
前
者
は
破
損
の
た
め
現
在
コ
ピ
ー
不
可
と
な
っ
て
い
る
）
が
、
リ
プ
リ
ン
ト
版
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
）
が
グ
ー
グ
ル
ブ
ッ
ク
ス
で
購
入
で
き
る
。
筆
者
の
用
い
た
も
の
は
そ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。
6
原
文
は
・T
h
ey
w
ere
sen
t
in
p
h
o
to
sta
tic
co
p
ies
to
th
e
A
rm
y
A
ir
C
o
rp
s
a
n
d
to
th
e
O
ffice
o
f
th
e
P
ro
v
o
st
M
a
rsh
a
l
G
en
era
l,
w
h
ere
a
h
a
n
d
b
o
o
k
w
a
s
p
rep
a
red
a
n
d
issu
ed
in
J
u
ly
1944.
A
seco
n
d
,
rev
ised
ed
itio
n
w
a
s
p
u
b
lish
ed
in
M
a
y
1945.・
7
厳
密
に
言
え
ば
、
若
干
の
訂
正
が
改
訂
版
で
は
行
わ
れ
て
い
る
。
元
版
で
「
N
A
G
A
R
O
」
と
あ
っ
た
も
の
が
改
訂
二
版
で
は
「
N
E
G
O
R
O
」［
根
来
］
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
8
h
ttp
://
rn
a
v
i.n
d
l.g
o
.jp
/
k
en
sei/
en
try
/
C
A
H
-1.p
h
p
二
〇
一
〇
年
九
月
二
九
日
最
終
確
認
9
『
術
新
潮
』
八
巻
一
二
号
昭
和
三
二
年
一
二
月
一
日
二
七
三
二
八
六
頁
10
「
日
本
の
文
化
施
設
へ
の
爆
撃
制
限
」
、
『
東
京
大
空
襲
戦
災
誌
』
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
空
襲
戦
災
誌
第
三
巻
軍
政
府
（
日
米
）
公
式
記
録
集
』
東
京
空
襲
を
記
録
す
る
会
一
九
七
三
年
一
一
月
二
四
日
九
二
五
九
三
四
頁
11
吉
田
守
男
前
掲
『
日
本
の
古
都
は
な
ぜ
空
襲
を
免
れ
た
か
』
五
九
六
一
頁
12
な
お
、
こ
の
「
文
化
財
リ
ス
ト
」
も
改
訂
二
版
の
訳
で
あ
る
こ
と
は
訳
し
て
あ
る
序
章
か
ら
明
確
で
あ
る
。
13
原
文
・H
u
S
h
ih
・
14
原
文
で
は
・Ieh
iro
S
h
ira
to
・
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
誤
植
で
あ
ろ
う
。
15
な
お
、
同
書
で
は
名
古
屋
城
の
戦
災
焼
失
が
昭
和
二
〇
年
五
月
二
四
日
で
あ
る
と
二
か
所
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
資
料
で
見
る
限
り
名
古
屋
城
の
焼
失
は
五
月
一
四
日
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
一
四
日
と
し
た
。
16
西
日
本
図
書
館
学
会
九
州
図
書
館
史
研
究
委
員
会
編
著
『
九
州
図
書
館
史
』
千
年
書
房
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
九
日
一
六
九
頁
17
同
前
一
六
九
頁
18
『
中
之
島
百
年
大
阪
府
立
図
書
館
の
あ
ゆ
み
』
編
集
委
員
会
編
『
中
之
島
百
年
大
阪
府
立
図
書
館
の
あ
ゆ
み
』
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
平
成
一
六
年
二
月
二
五
日
一
六
九
頁
19
同
前
一
七
三
一
七
四
頁
20
同
前
一
七
〇
頁
21
同
前
一
七
一
頁
22
大
谷
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
大
谷
大
学
百
年
史
通
史
編
』
大
谷
大
学
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
一
三
日
四
〇
二
四
〇
三
頁
23
京
都
大
学
附
属
図
書
館
編
刊
『
京
都
大
学
附
属
図
書
館
六
十
年
史
』
昭
和
三
六
年
三
月
三
〇
日
一
七
二
頁
、
お
よ
び
京
都
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
京
都
大
学
百
年
史
総
説
編
』
京
都
大
学
後
援
会
平
成
一
〇
年
六
月
一
八
日
一
二
一
六
一
二
一
七
頁
24
前
掲
『
京
都
大
学
百
年
史
総
説
編
』
一
二
一
七
頁
25
東
洋
文
庫
編
刊
『
東
洋
文
庫
八
十
年
史
Ⅰ
沿
革
と
名
品
』
平
成
一
九
年
三
月
三
一
日
二
四
頁
26
同
前
27
早
稲
田
大
学
図
書
館
図
書
館
史
編
集
委
員
会
編
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
史
写
真
と
資
料
―66―
で
見
る
一
〇
〇
年
』
早
稲
田
大
学
図
書
館
平
成
二
年
九
月
一
五
日
六
〇
頁
28
早
乙
女
勝
元
『
図
説
東
京
大
空
襲
』
河
出
書
房
新
社
二
〇
〇
三
年
八
月
三
〇
日
六

八
頁
29
前
掲
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
史
』
六
〇
頁
30
『
会
津
八
一
全
集
』
第
七
巻
中
央
公
論
社
昭
和
四
四
年
四
月
二
〇
日
二
四
三
頁
31
同
前
二
四
六
頁
32
同
前
二
四
九
頁
33
前
掲
『
図
説
東
京
大
空
襲
』
一
五
三
頁
34
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
第
四
巻
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
一
九
九
二
年
一
二
月
二
〇
日
一
四
五
一
四
六
頁
35
前
掲
『
会
津
八
一
全
集
』
第
七
巻
二
六
一
頁
36
同
前
二
六
三
頁
37
前
掲
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
史
』
六
五
頁
38
37に
よ
る
と
図
書
館
は
九
月
一
一
日
か
ら
再
開
し
、
た
だ
し
午
後
四
時
閉
館
と
さ
れ
た
。
四
時
以
降
は
全
員
が
荷
解
き
作
業
に
当
っ
た
由
で
あ
る
。
39
岸
田
日
出
刀
『
焦
土
に
立
ち
て
』
に
は
「
四
月
十
四
日
本
郷
か
ら
小
石
川
一
帯
が
焼
け
た
折
、
旧
一
高
の
教
室
だ
つ
た
平
家
建
瓦
造
の
外
壁
を
薄
桃
色
に
塗
り
上
げ
た
建
物
が
焼
け
た
。
そ
れ
は
大
正
の
半
ば
頃
、
わ
た
く
し
の
一
高
在
学
中
三
年
間
の
学
窓
で
も
あ
つ
た
の
で
、
そ
の
焼
跡
に
立
つ
て
ち
よ
つ
と
寂
し
い
気
が
し
た
。
／
大
学
構
内
で
焼
け
た
の
は
こ
れ
位
の
も
の
で
」
と
あ
る
（
岸
田
日
出
刀
『
焦
土
に
立
ち
て
』
乾
元
社
昭
和
二
一
年
八
月
一
五
日
四
二
頁
）。
40
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年
史
通
史
二
』
東
京
大
学
出
版
会
昭
和
六
〇
年
三
月
一
日
八
四
六
八
四
七
頁
41
芸
術
研
究
振
興
財
団
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
刊
行
委
員
会
編
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
東
京
美
術
学
校
第
三
巻
別
巻
上
野
直
昭
日
記
』
ぎ
ょ
う
せ
い
平
成
九
年
三
月
二
五
日
四
〇
頁
42
薄
久
代
編
著
『
色
の
な
い
地
球
儀
』
同
時
代
社
一
九
八
七
年
一
一
月
二
五
日
一
一
三
頁
43
同
前
一
一
四
頁
44
前
掲
『
東
京
大
学
百
年
史
通
史
二
』
八
四
五
八
四
六
頁
45
前
掲
『
色
の
な
い
地
球
儀
』
一
四
〇
一
四
三
頁
46
『
成
田
図
書
館
八
十
年
誌
』
成
田
図
書
館
昭
和
五
六
年
六
月
五
日
一
三
九
一
四
一
頁
47
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
編
刊
『
東
洋
文
化
研
究
所
の
五
〇
年
』
平
成
三
年
一
一
月
一
九
日
五
頁
48
東
京
国
立
博
物
館
編
『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
資
料
編
』
第
一
法
規
出
版
昭
和
四
八
年
四
月
三
〇
日
一
〇
七
頁
49
慶
応
義
塾
編
刊
『
慶
応
義
塾
百
年
史
中
巻
後
』
昭
和
三
九
年
一
〇
月
二
〇
日
八
九
六
頁
50
同
前
八
九
六
八
九
七
頁
。
『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
五
年
五
月
二
七
日
の
記
事
に
も
「
主
な
る
被
害
施
設
」
と
し
て
、
外
務
省
、
運
輸
省
、
大
東
亜
省
、
読
売
新
聞
社
、
文
理
科
大
学
、
増
上
寺
、
中
華
民
国
大
使
館
な
ど
と
と
も
に
慶
応
大
学
が
載
っ
て
い
る
。
51
慶
応
義
塾
大
学
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
編
刊
『
慶
応
義
塾
図
書
館
史
』
昭
和
四
七
年
四
月
一
日
伊
東
弥
之
助
執
筆
52
県
立
長
野
図
書
館
編
刊
『
県
立
長
野
図
書
館
三
十
年
史
』
昭
和
三
四
年
一
一
月
三
〇
日
八
一
八
四
頁
53
東
北
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
北
大
学
百
年
史
四
部
局
史
一
』
東
北
大
学
研
究
教
育
振
興
財
団
平
成
一
五
年
五
月
三
一
日
八
八
八
九
頁
54
福
原
麟
太
郎
『
か
の
年
月
』
吾
妻
書
房
昭
和
四
五
年
五
月
三
〇
日
一
一
九
頁
55
『
二
松
学
舎
百
年
史
』
二
松
学
舎
昭
和
五
二
年
一
〇
月
一
〇
日
六
三
六
頁
お
よ
び
二
松
学
舎
大
学
広
報
課
よ
り
聴
取
。
56
拓
殖
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
『
拓
殖
大
学
百
年
史
部
局
史
編
』
拓
殖
大
学
平
成
一
四
年
三
月
三
〇
日
三
五
一
頁
57
『
関
西
学
院
百
年
史
通
史
編
一
』
関
西
学
院
一
九
九
七
年
五
月
二
〇
日
六
三
七
頁
58
天
理
図
書
館
編
『
天
理
図
書
館
四
十
年
史
』
天
理
大
学
出
版
部
昭
和
五
〇
年
四
月
一
八
日
一
〇
〇
頁
59
徳
島
県
立
図
書
館
編
刊
『
徳
島
県
立
図
書
館
八
十
年
史
新
館
移
行
へ
の
記
録
』
平
成
一
〇
年
三
月
三
一
日
一
一
頁
60
前
掲
『
九
州
図
書
館
史
』
三
九
四
頁
―67―
61
神
奈
川
県
図
書
館
協
会
編
刊
『
神
奈
川
県
図
書
館
史
』
昭
和
四
一
年
八
月
三
一
日
二
三
〇
頁
、
一
一
一
二
頁
62
「
東
京
都
戦
争
被
害
」
（
東
京
都
総
務
部
調
査
課
昭
和
二
三
年
七
月
）
、
前
掲
『
東
京
大
空
襲
戦
災
誌
第
三
巻
』
三
七
八
頁
63
森
山
康
平
「「
精
密
爆
撃
」
で
狙
わ
れ
た
都
市
」、
平
塚
柾
緒
編
著
『
米
軍
が
記
録
し
た
日
本
空
襲
』
草
思
社
一
九
九
五
年
六
月
五
日
三
四
四
三
頁
64
奥
住
喜
重
早
乙
女
勝
元
著
『
新
版
東
京
を
爆
撃
せ
よ
米
軍
作
戦
任
務
報
告
書
は
語
る
』
三
省
堂
二
〇
〇
七
年
七
月
二
〇
日
六
九
七
〇
頁
65
も
っ
と
も
A
N
A
P
Q
一
三
と
い
う
レ
ー
ダ
ー
で
、
夜
間
で
も
か
な
り
自
由
に
作
戦
が
で
き
た
と
い
う
証
言
も
あ
る
（
前
掲
『
新
版
東
京
を
爆
撃
せ
よ
米
軍
作
戦
任
務
報
告
書
は
語
る
』
一
四
一
頁
）
。
後
の
A
N
A
P
Q
七
は
さ
ら
に
そ
の
一
〇
倍
の
解
像
力
が
あ
っ
た
（
奥
住
喜
重
著
『
中
小
都
市
空
襲
』
三
省
堂
一
九
八
八
年
七
月
一
五
日
四
八
頁
）。
66
『
米
陸
軍
航
空
軍
史
』
、
横
浜
市
編
刊
『
横
浜
の
空
襲
と
戦
災
四
外
国
資
料
編
』
一
九
七
七
年
一
月
三
一
日
五
〇
頁
67
中
澤
昭
著
『
東
京
が
戦
場
に
な
っ
た
日
』
近
代
消
防
社
平
成
一
三
年
三
月
一
〇
日
三
〇
四
三
〇
七
頁
。
こ
こ
に
は
一
般
的
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
皇
居
の
被
災
の
状
況
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
正
殿
表
宮
殿
奥
宮
殿
を
含
む
二
七
棟
、
一
万
八
千
平
米
余
が
焼
け
、
消
火
作
業
の
中
で
消
防
官
一
六
名
を
含
む
三
四
名
が
死
亡
し
た
。
延
焼
を
食
い
止
め
る
た
め
に
建
物
を
破
壊
す
る
に
も
宮
内
庁
の
許
可
が
必
要
で
、
そ
の
こ
と
が
被
害
を
大
き
く
し
た
。
68
前
掲
『
東
京
大
空
襲
戦
災
誌
第
四
巻
報
道
著
作
記
録
集
』
五
二
一
頁
69
工
藤
洋
三
奥
住
喜
重
編
著
『
写
真
が
語
る
日
本
空
襲
』
現
代
史
料
出
版
二
〇
〇
八
年
八
月
三
〇
日
二
七
頁
。
模
型
の
写
真
は
『
T
A
R
G
E
T
T
O
K
Y
O
日
本
大
空
襲
』
月
刊
沖
縄
社
昭
和
五
四
年
三
月
一
〇
日
二
三
二
二
三
三
、
三
二
四
三
二
五
、
四
七
三
頁
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
70
『
米
陸
軍
航
空
軍
史
』、
前
掲
『
横
浜
の
空
襲
と
戦
災
四
外
国
資
料
編
』
三
五
頁
71
荒
井
信
一
著
『
空
爆
の
歴
史
終
わ
ら
な
い
大
量
虐
殺
』
岩
波
書
店
二
〇
〇
八
年
八
月
一
〇
日
（
岩
波
新
書
）
一
二
八
頁
に
よ
れ
ば
ハ
ン
セ
ル
の
精
密
爆
撃
で
は
最
良
の
戦
果
を
あ
げ
た
と
き
で
も
一
四
％
の
爆
撃
精
度
で
あ
っ
た
。
72
前
掲
『
写
真
が
語
る
日
本
空
襲
』
四
二
四
五
、
六
四
六
五
頁
73
加
藤
忠
雄
「
葵
文
庫
の
防
火
活
動
」、『
日
本
の
空
襲
四
神
奈
川
静
岡
新
潟
長
野
山
梨
』
三
省
堂
一
九
八
一
年
七
月
一
〇
日
二
三
八
二
三
九
頁
74
前
掲
『
九
州
図
書
館
史
』
四
三
七
頁
参
考
文
献
赤
木
祥
彦
「
米
軍
が
つ
く
っ
た
戦
争
時
の
日
本
地
図
」、『
地
理
』
五
五
巻
一
号
、
通
巻
六
五
四
号
二
〇
一
〇
年
一
月
一
日
九
五
一
頁
今
村
新
三
著
『
大
原
美
術
館
ロ
マ
ン
紀
行
』
日
本
文
教
出
版
一
九
九
三
年
一
一
月
一
日
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
編
刊
『
大
阪
市
立
図
書
館
五
〇
年
史
』
昭
和
四
七
年
三
月
三
一
日
奥
住
喜
重
日
笠
俊
男
著
『
ル
メ
イ
の
焼
夷
電
撃
戦
参
謀
に
よ
る
分
析
報
告
米
軍
資
料
』
岡
山
空
襲
資
料
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
五
年
三
月
一
〇
日
早
乙
女
勝
元
著
『
図
説
東
京
大
空
襲
』
河
出
書
房
新
社
二
〇
〇
三
年
八
月
三
〇
日
小
山
仁
示
訳
『
日
本
空
襲
の
全
容
マ
リ
ア
ナ
基
地
Ｂ
二
九
部
隊
米
軍
資
料
』
東
方
出
版
一
九
九
五
年
四
月
二
五
日
名
古
屋
空
襲
誌
編
集
委
員
会
編
『
名
古
屋
空
襲
誌
資
料
編
』
名
古
屋
空
襲
を
記
録
す
る
会
一
九
八
五
年
一
〇
月
一
〇
日
日
笠
俊
男
著
『
空
襲
の
史
料
学
史
料
の
収
集
選
択
批
判
の
試
み
』
大
学
教
育
出
版
二
〇
〇
八
年
九
月
二
日
松
田
延
夫
著
『
益
田
鈍
翁
を
め
ぐ
る
九
人
の
数
寄
者
た
ち
』
里
文
出
版
平
成
一
四
年
一
一
月
二
五
日
資
料
の
引
用
に
当
た
っ
て
、
書
名
を
含
め
、
漢
字
は
旧
字
体
を
新
字
体
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
一
部
漢
数
字
に
直
し
た
。
ま
た
、
英
文
は
一
部
の
書
体
を
改
め
た
。
資
料
の
閲
覧
に
当
た
っ
て
は
国
立
国
会
図
書
館
お
よ
び
同
憲
政
資
料
室
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
（
な
か
に
し
ゆ
た
か
文
化
創
造
学
科
）
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